
BIM 図面審査の最新動向と
Revit 活用の実践ポイント

BIM 図面審査制度の概要と今後の動向を解説するとともに、
Autodesk Revit の特徴や導入効果、活用時の留意点をご紹介しま
す。あわせて、意匠設計と設備設計における役割分担や連携手法を
整理し、BIM 図面審査への実践的な対応方法と、BIM 活用のさら
なる可能性について考察します。

・BIM 図面審査への対応準備を進めている設計事務所・建設
会社の方
・BIM 図面審査における実務上の課題や注意点を知りたい方
・Revit を活用した設計業務の効率化や品質向上に関心のある
方
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株式会社日建設計　執行役員　エンジニアリング部門
サステナブルエンジニアリンググループ代表 
                                                    高野 恭輔  氏

早稲田大学理工学研究科卒、㈱日建設計 設備設計部に入社、
2016 年より LCD（ライフサイクルデザイン）関連業務に
従事し、現在に至る。 

今回は、既存ストックの資産価値向上を目的に、環境性能
を高めることで市場競争力をアップさせた「ゼノベ」の事
例を基にその具体的ソリューションについてご講演いただ
きます。 

CSRデザイン環境投資顧問株式会社　代表取締役社長 
堀江 隆一  氏

建築・不動産分野における環境・社会・ガバナンス（ESG）
の専門家として、GRESB や国土交通省の省エネ性能表示制
度など国内外の制度設計にも関与。環境性能の定量化と不
動産価値への反映に関しても知見を有する。 

今回は、環境性能と不動産価値の関係可視化について、
CRREM など海外で先行する最新の考え方をご紹介いただ
きます。 

不動産価値と建築設計の融合で挑む、
ストック活用時代の脱炭素戦略 

1999年竹中工務店入社。
2018年まで大阪本店設計部に在籍し、2019
年より設計本部にて設計支援のための「設
計BIMツール開発」に携わる。現在は設計領
域のDX推進及びAI活用検討に従事。

今回の講演では、竹中工務店様の「設計ポー
タル」の特長をご紹介いただくとともに、
弊社「B-LOOP」との連携によって実現する
データ連携の仕組みや、AI活用を見据えた
今後の設計DXの展望についてもお話しい
ただきます。

株式会社竹中工務店　設計本部　アドバンストデザイン部
設備システムグループ長

本間 貴大  氏
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・BIM図面審査対応を進めている設計事務所・建設会社の方
・BIM図面審査における実務上の課題や注意点を知りたい方
・Revitを活用した設計業務の効率化や品質向上に関心のある方

…講座の大枠はそのままに、最新情報等の
　一部内容を更新している講座

…実際の計算手法や活用事例について
　簡潔な紹介・解説が追加されている講座


